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E(θ = θs, ϕ = ϕs)














V = ZI. (2)
ここで，VはN × 1の励振ベクトル，IはN × 1の電流ベクトル，ZはN ×N のインピーダンス
行列であり，N は未知数の数である．すると，全てのアレー素子電流は (2)式から以下のように
求められる．
Im = Z−1Vm where m = 1, 2, ...,M. (3)
ここで，VmはN × 1の給電ベクトルであり，第m番目の忍者アレー素子の給電点のみで 1の値









ER(θ = θr, ϕ = ϕr)
Em(θ = θr, ϕ = ϕr)
where m = 1, ...,M. (4)








Vm(θ = θr, ϕ = ϕr). (5)








子は LPDA素子とし，アレー構造は図 1および図 2に示すような三角アレーとした．忍者アレー

















図 2: 対数周期ダイポールアンテナを用いた忍者アレーアンテナ (鳥観図)．
アンテナの散乱界の主ビーム方向は (θs, ϕs) = (20◦, 0)とし，動作周波数は 8 GHzとした．垂直入
射の平面波に対する反射係数の数値シミュレーションを行い，LPDA素子の構造パラメータ τ な
どは反射係数の位相変化が線形かつその変化量が 360°を超えるように予め決めておいた．
図 3に，垂直入射の平面波に対する忍者アレーアンテナのBRCS(Bistatic Radar Cross Section)
パターンを示す．正面方向の散乱波が弱いのに対して，(θs, ϕs) = (20◦, 0)方向の散乱波が強くなっ
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図 3: 忍者アレーアンテナの BRCSパターン (H面).
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図 4: 忍者アレーアンテナの動作利得パターン (H面).
ているのが分かる．一般的なフェーズドアレーアンテナは，同一素子が周期的に並んでいるので
正面方向に散乱波の主ビームが表れるが，忍者アレーアンテナは非同一素子が周期的に並んでい
—  5  —忍者アレーアンテナ　－ 後方散乱の小さいフェーズドアレーアンテナ －
るので，散乱波の主ビームは正面からずれた方向に現れる．その結果，正面方向の散乱波，すな
わち後方散乱が弱くなる．
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